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Gemini で変革！  
投資家のためのニュー
ス革命

第 3 回生成  AI Innovation Awards 
最優秀賞
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目次 01 SBI 証券パート
背景と課題
サービスの仕組みと特徴
成果・展望

02 AlpacaTech パート
技術基盤と設計思想
安定運用の工夫
コンテンツ自動生成の仕組み
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松田　祐菜

株式会社  SBI 証券

カスタマーサービス企画部　主

任
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こんな悩み、
ありませんか？

   4

ニュースが多すぎて何を見れば

いいかわからない

時間がなくて情報収集ができな

い
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情報を提供する側の課題

投資情報が  WEB サイト内に

散在、活用が不十分

レポート作成に

時間を要する

セグメントに合わせた

情報提供が困難

   5
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ソリューション

投資情報サービス
「朝刊・夕刊」
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Gemini AI が投資情報を分析・要約 し、日々自動更新のポップアップ で日本株関連ページに配信
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即  時  性  × 簡  潔  なコンテンツで興味関心を引き、新  し  い  投  資  体  験  を  提  供

Gemini AI が投資情報を分析・要約 し、日々自動更新のポップアップ で日本株関連ページに配信
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「朝刊・夕刊」とは？

日本株
材料

市況 見つける
トレード
チャンス

Gemini 活用

NEW
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　　　　日本株材料

Gemini API を利用して

好材料か悪材料に分類

重要度や注目度が高い銘柄に関する

ニュースのうち上位  20 個を並べて表示

Gemini 活用
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　　　　日本株材料Gemini 活用

いま注目されているニュースと

今後株価に影響がありそうな銘柄

が分かる
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　　　　日本株材料Gemini 活用

Gemini API を使った記事選定で

投資初心者でも読みやすい構成
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　　　　市況Gemini 活用

ニュース本文を  Gemini API が
わかりやすく簡潔に要約

「ざっくりまとめ」ではその日の

マーケットを  3 つのポイントで解説！
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　　　　市況Gemini 活用

時間がない投資家でも簡単に

今必要な情報キャッチできる
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Gemini API を使った記事要約

忙しい人や投資初心者も読みやすい

Gemini 活用
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見つける

全 27 種類！ランキングがわかる特集コンテンツ
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　　 トレードチャンス（ 4/18 リリース）

買いシグナルおよび売りシグナルが点灯した
銘柄を勝率の高い順に表示

NEW

※過去のデータを基に分析しており、将来の投資成果を示唆あるいは

　保証するものではありません。
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　　 トレードチャンス（ 4/18 リリース）NEW

Gemini で好材料・悪材料の判別をつけた

ニュースを掲載

※過去のデータを基に分析しており、将来の投資成果を示唆あるいは

　保証するものではありません。
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配信方法
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毎営業日、朝と夕方に国内株式ページにポップアップを掲出

SBI証券サイト内
ポップアップ表示を
KARTE経由で実現
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毎日 2 回自動で生成・表示される

即時性の高いコンテンツを投資家に届けられる
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課題解決
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Gemini API 導入で変わったこと

   23

Before
従来の課題

After
Gemini 導入後の変化

ニュースが多すぎて何を見ればいいか

わからない

時間がなくて情報収集ができない

Gemini API が「見るべきニュース」を自動
で選別

Gemini API がニュース本文の中から重要

なポイントを要約！

投資家サイド

Gemini API 導入で変わったこと

投資家サイド
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Before
従来の課題

After
Gemini 導入後の変化

投資情報が WEB サイトに散在

レポート作成に時間を要する

データ配信元に依存、セグメントに　 合わ

せた情報提供が困難

Gemini API が「見るべきニュース」を自動
で選別

配信が即日対応に！

チューニングによって分かりやすい情報提
供が可能に！

Gemini 導入で変わったこと

情報提供者サイド
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効果
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アクティブユーザーあたりのビュー エンゲージメント

11 倍3 倍

従来のレポート 朝刊・夕刊 従来のレポート 朝刊・夕刊

※ 2025 年 6 月時点のデータ
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KARTE 接客数に占めるクリック比率

4 倍

従来のレポート 朝刊・夕刊

投資情報として

活用されている

※ 2025 年 5 月時点のデータ
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展望
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1,400 万口座※のお客さまに
生成 AI で新しい投資体験を

● 米国株式にも拡充予定

● 銘柄のリアルタイム  ニュースなどを分析した  リコ
メンデーション  システムへの発展

※ SBI グループ全体の口座開設数
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米国株式にも拡充予定（近日中）

Gemini を活用し

本日の注目イベントをピックアップ

ざっくりまとめで日米の市況の

ポイントを解説

　 米国のニュースも

即 時 性 × 簡 潔 
で新しい投資体験を
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スピーカーと  AlpacaTech のご紹介
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北山 朝也

AlpacaTech 株式会社

取締役兼ソリューション事業部  部長
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過去にリリースした  AI プロダクト

東京海上日動

債券運用に  AI 、東京海上日動  1 カ月後金利予測
　

三菱 UFJ銀行

中小企業向けに為替  AI 予測
　

ブルームバーグ

アルパカ技術とブルームバーグが持つリアルタイム市場データを融

合した新たな価格予測アプリ
　

FOLIO
進化したロボ  アドバイザー「  FOLIO ROBO PRO 」
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AlpacaTech について
AlpacaTech は SBI グループの  AI 活用・データ戦略を支援しています。
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AlpacaTech の目指す方向性
今後、生成 AI の発展はデータ活用と一緒に進むと想定し、生成  AI とデータ基盤の  2 軸を推進

しております。

AI のビジネス活用には課題が山積

● データソースの信頼性に乏しい

● 情報の最新性が担保されづらい

● データを掛け合わせた分析の精度が低い

AI のビジネス利用における信頼性を担保

　
　

データ利用で生成  AI 活用を推進

データ利用で  AI 活用の壁を突破

1. SELECT パートナー認定の取得
2. SBI 証券の  Snowflake 導入を支援

　

Snowflake 導入の推進
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プッシュ通知

etc

MA ツール等との連携
(コンテンツの出し分け)

メール配信

LINE 通知

エンドユーザ様との
タッチポイント （ toC 、toB ）

※社内向けコンテンツへの
活用も可

アルクラのご紹介
AI 時代のデータ分析で、本当に価値を生むスキルとは

金融マーケット
データ

投信データ

TV メタデータ

（今後も順次拡大）

顧客属性デー
タ

購買
データ

行動
データ

その他
定性データ

データ活用コンサル マーケティング  コンサル

外部データ （弊社ご提供）

内部データ （個社にて保有）

 
 

データ サイエンティスト

AI データエージェント アルクラ

AlphaCrafter
クリエイティブ制作者

様々な連携データから
配信コンテンツを  AI エージェントが

自動で生成

（豊富なご支援メニュー）



Proprietary

Google Cloud Next Tokyo    37

人間と  AI の役割は変化していく
AI 時代のコンテンツ配信を支える  AI データ  エージェント基盤

AI を活用した
鮮度が高く魅力的な

コンテンツ生成

手軽で誰でも
使える

クリエイティブの
自動生成と自然言語で

の配信調整機能

既存顧客向けの配信コンテンツ
で直接的な訴求ができず、具体
行動につながり辛い
（特に情報の鮮度が重要な金融業界）

クリエイティブ作成に手間と時間
がかかり、配信できる頃には情
報の鮮度が落ちている

マーケティングツールを導入し
たものの、複雑で使いこなせる
人がいない

既存顧客に対して、魅力的かつ直
接的に購買訴求できるコンテンツ
を配信

リアルタイムの情報を、すぐにクリ
エイティブ化して配信

自然言語（日本語）で配信内容の
指示ができ、誰でも使いこなせる
（＝ PDCA を簡単に早く回せる）

AI データエージェント

「 AlphaCrafter 」
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朝刊・夕刊を支えるアーキテクチャ
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朝刊・夕刊システムの勘所
安定稼働のためのポイントの整理

バッチシステムを最終的に

夕刊に間に合うよう

チューニング

緻密なバッチ処理の

設計

Gemini API の
429 リソース不足

エラーに対して

エクスポネンシャル

バックオフを採用

人間ではなく

データからコンテンツを作る

人気コンテンツを

自動で「見つける」

仕組み
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朝刊・夕刊を支えるバッチ処理
緻密なバッチ処理が朝刊・夕刊の発行をささえる

16:30
対象銘柄選定

バッチ

16:00
株価取得
バッチ

16:30-17:30
「みつける」作成バッ

チ

17:00
記事選定バッチ

17:00
過去記事
選定バッチ

18:00
「みつける」

トップページ作成

18:10
市況「ざっくりまと

め」バッチ

18:00
ミンカブ市況
記事到着

18:15
夕刊発行

Gemini Gemini

Gemini
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朝刊・夕刊システム
ニュースは  15:30 に大量に発行されるので、ここに合わせてスロットリングを購入
するよりゆっくりと夕刊までに処理される設計を選定

データソース

日本株ニュース

日本株材料では生成  AI （ Google Gemini ）を利用して、
ミンカブから配信された記事を好材料・悪材料に分類

Gemini により、各記事に以下の点数により点数をつけ、
点数が高いものから順に表示しています。

● 今後予想される株価の上昇または下落の度合い
● 銘柄の一般的な知名度
● クリック率の予測
● CrowdInput による銘柄の注目度

データに対する
同時発火数を

最初から絞っておく
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Gemini API の 429 リソース不足エラーに対して
データ流入に大きなピークがあるシステムは、ピークに合わせてスロットを購入するのは難しいた
め、本システムではリアルタイム処理ではなく 18:15 の夕刊発行に間に合えばよいという明確な指
針を設けています。
この方針により、リソース制限を回避するためにエクスポネンシャル  バックオフを採用しました。

課題
● ニュースに対して到着順に API を呼ぶと

一時的なリソース不足が発生する
● 一方で朝刊・夕刊に間に合えばリアルタイム性は不要

解決策
● 賢いリトライ間隔を設定することで

安定呼び出しを実現
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エクスポネンシャル  バックオフの仕組み
図のようにリトライ処理を行うときに待ち時間を指数的に増やしていく仕組み。
1 秒はネットワーク的な問題、リソースが確保されるまで最大  30 秒程度まで待ちをいれることで安定的な  API 
呼び出しが成功（数字は例です）。

リトライ待ち時間
1 秒

リトライ待ち時間
6 秒

リトライ待ち時間
30 秒



Proprietary

Google Cloud Next Tokyo    44

人気コンテンツ「グルメ優待ランキング」
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人気コンテンツ  グルメ優待はこうして生まれた

アクセスデータ

月間数億 PV

Market
DB

人気ランキング
を抽出

 Dataflow

 BigQuery
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まとめ
第 3 回生成  AI Innovation Awards 最優秀賞を支えた 3つの原則

最高のユーザー体験は

“緻密な逆算 ”
から生まれる

人気コンテンツを支える

Google Cloud の
高速データ基盤の活用

ピークに “戦う”のではなく

“いなす ”
アーキテクチャ


